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職員BLS研修を行いました

リハビリテーション科
医員

杉本 友宏
（すぎもと・ともひろ）
日本整形外科学会整形外科専門医
日本リハビリテーション医学会認定
リハビリテーション科専門医

新任着任医師のご紹介
2024年8月1日着任

こんにちは。私はもともと愛知医科大学整形外科出身です。ここ8年間は
リハビリテーション科の医師として、整形外科および脳神経外科の術後
患者さんの活動性向上のために勤務しています。犬山市の地域医療に貢
献できるよう、頑張ります。

2024年度糖尿病教室のお知らせ

【お問い合わせ】 糖尿病ケアサポート委員会　TEL.0568-62-8111（代表）

各回の所要時間は 20～30分程度です

私たちは、糖尿病患者さんと患者さんご家族の方が、
糖尿病と上手に付き合う方法を探すお手伝いをします。

10月24日 ・12月26日 ・2025年2月27日
13:00～ 当院北館3階大会議室にて開催

※ 上記の予定は予告なく変更する場合がございます。予めご了承ください。

2024年６月～7月、数回に渡り、当院にて職員BLS研修を行いました。この研修では①
施設内での急変対応を知る。②一次救命措置を正しく理解できる。③院内の急変時の連絡
方法を知る。以上の3点を目的としてしています。今回は、「接触からの安全確認、感染防御、
意識の確認、声かけ」、「脈、呼吸の確認」、「正しい胸骨圧迫ができる」、「AEDを正しく操
作できる」を重点的に動画を見ながら、インストラクターと一緒に行いました。

胸骨圧迫について、位置や深さ、リコイルや速さなど難
しいところもありましたが、最後にはほとんどの職員が正しくできるようになりました。
AEDも正しく操作できる前に、まずどこに置いてあるのかの確認を再度することができ、
充実した研修となりました。地域の救急医療を守り貢献するため、今後も精進していきます。

救急は 24時間 365日
受け付けています。
当院は敷地内全面禁煙です。
（屋内屋外含め全て禁煙）

地域の人々が安心して暮らせる
心の支えとなる病院を目指します

総合犬山中央病院
理 念



お
腹
の
症
状
が
少
し
で
も

気
に
な
っ
た
ら
是
非
、
受
診
を

―
―
消
化
器
内
科
の
診
療
内
容
及
び
特

徴
に
つ
い
て
お
教
え
く
だ
さ
い
。

小
澤　

当
科
は
常
勤
が
４
人
い
ま
す
が
、

そ
の
う
ち
消
化
器
内
視
鏡
の
専
門
医
が

３
人
い
ま
す
。
消
化
管
い
わ
ゆ
る
管く
だ

を

中
心
と
し
た
、
食
道
癌
、
胃
癌
、
大
腸

癌
の
内
視
鏡
治
療
を
メ
イ
ン
に
診
療
し
て

い
ま
す
。
他
の
病
院
と
比
べ
て
何
か
特
殊

な
こ
と
を
や
って
い
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
な
く
、
同
じ
よ
う
に
水
準
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
臨
床
で
肝
臓

の
組
織
を
取
っ
た
り
、
肝
炎
治
療
を
し

た
り
、
胆
嚢
機
能
を
調
べ
た
り
、
結
石

を
除
去
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

―
―
胃
カ
メ
ラ
を
受
け
る
こ
と
の
苦
痛

や
恐
さ
が
あ
る
の
で
す
が
。

小
澤　

素し
ら
ふ面

で
受
け
れ
ば
鼻
か
ら
だ
ろ

う
が
、
口
か
ら
だ
ろ
う
が
、
ど
ち
ら
か

ら
で
も
苦
痛
や
気
持
ち
悪
さ
が
あ
る
の

は
自
然
な
生
体
反
応
で
す
。「
え
ず
く
」

と
い
う
表
現
が
、
当
て
は
ま
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
な
に
も
そ
う

い
っ
た
症
状
を
訴
え
な
い
方
の
方
が
、

問
題
な
の
で
す
。
中
に
は
、
ま
っ
た
く

反
応
が
無
い
方
が
た
ま
に
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
が
、
む
し
ろ
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ

ス
ク
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

―
―
経
口
内
視
鏡
と
経
鼻
内
視
鏡
の

違
い
は
何
で
す
か
。

小
澤　

食
道
や
胃
を
観
察
す
る
上
部

消
化
管
内
視
鏡
検
査
に
は
、
経
鼻
内
視

鏡
の
方
が
経
口
内
視
鏡
検
査
よ
り
も
、

苦
痛
が
少
な
い
、
つ
ま
り
嘔
吐
反
射
が

少
な
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
内
視
鏡
の
チ
ュ
ー
ブ
の
太
さ
違
い

で
す
か
。

小
澤　

経
鼻
内
視
鏡
検
査
で
使
用
す

る
内
視
鏡
の
直
径
は
5
・
8
㎜
で
あ
り
、

通
常
の
経
口
内
視
鏡
の
９
㎜
と
比
較
し

て
約
半
分
の
太
さ
で
す
。
皆
さ
ん
、
太

さ
の
影
響
と
思
い
が
ち
の
よ
う
で
す

が
、
実
は
、
内
視
鏡
検
査
時
の
苦
痛
は
、

内
視
鏡
を
挿
入
す
る
際
の
中
咽
頭（
の

ど
ち
ん
こ
の
奥
の
壁
）へ
の
刺
激
の
強

さ
が
原
因
の
1
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
鼻
か
ら
で
は
そ
こ
に
あ
た
ら
な
い

の
で
苦
痛
が
少
な
い（
え
ず
か
な
い
）の

で
す
。

―
―
内
視
鏡
の
画
質
の
違
い
は
あ
り
ま

す
で
し
ょ
う
か
。

小
澤　

今
ま
で
の
経
鼻
内
視
鏡
は
、
経

口
内
視
鏡
と
比
較
し
て
画
質
や
解
像
度

で
劣
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
胃
が
ん
な
ど

の
発
見
率
が
劣
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
技
術
の
進
化

で
経
鼻
内
視
鏡
の
解
像
度
は
格
段
に
向

上
し
、
さ
ら
に
新
た
な
プ
ロ
セ
ッ
サ
の

開
発
も
相
ま
っ
て
経
口
内
視
鏡
と
同
様

の
画
質
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
内
視
鏡
胃
が
ん
検
診

時
の
み
な
ら
ず
、
一
般
的
な
診
療
の
現

場
で
も
有
用
性
が
期
待
さ
れ
る
内
視
鏡

と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
や
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に

気
を
付
け
た
い
こ
と

―
―
胃
癌
リ
ス
ク
は
主
に
何
で
し
ょ
う
か
。

小
澤　

圧
倒
的
に
慢
性
萎
縮
性
胃
炎

で
す
ね
。
そ
の
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の
原

因
は
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
菌
感

染
で
す
。
最
近
増
え
て
い
る
と
い
う
か
、

見
つ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
は
、

自
己
免
疫
性
胃
炎
で
す
。
原
因
は
わ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
胃
酸
が
出
な
く
な

く
な
っ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。
結
構
多

い
で
す
。
医
者
が
気
付
か
な
い
と
見
つ

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
慢
性
萎
縮
性
胃
炎
の

一
因
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
甲

状
腺
疾
患
の
あ
る
方
で
合
併
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

―
―
ピ
ロ
リ
菌
の
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
。

小
澤　

か
つ
て
は
不
衛
生
な
飲
料
水
や

食
料
品
な
ど
が
感
染
源
と
し
て
考
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
ほ
と
ん
ど

が
経
口
感
染
で
す
。
母
親
が
ピ
ロ
リ
菌

を
持
っ
て
い
た
ら
子
供
も
持
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
は
、
ほ

と
ん
ど
が
5
歳
以
下
の
幼
児
期
に
感
染

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
幼
児
期
の

胃
の
中
は
酸
性
が
弱
く
、
ピ
ロ
リ
菌
が

生
き
の
び
や
す
い
た
め
で
す
。
で
す
か

ら
食
べ
物
の
口
移
し
は
し
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。

知
っ
て
お
く
と
役
立
つ
知
識

―
―
胃
癌
の
内
視
鏡
治
療
法
に
つ
い
て

分
か
り
や
す
く
お
教
え
く
だ
さ
い
。

小
澤　

早
期
胃
癌
の
内
視
鏡
治
療
法
は

大
き
く
分
け
て
2
種
類
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
ル
ー
プ
状
の
ワ
イ
ヤ
ー
を
腫
瘍
に

か
け
て
高
周
波
電
流
を
流
す
、
内
視
鏡

ごろまる

副院長
消化器内科　部長

小澤 俊文

消化器内科では、食道、胃、十二指腸、小腸、大腸等から、肝臓、胆嚢、膵臓などの診断、治療を行っています。
総合犬山中央病院は地域の医療機関、介護施設との連携も充実しており、
症例検討会や市民公開講座など積極的に開催しています。地域住民の方へ受診しやすい環境が整っています。
今回は、内視鏡について多く寄せられている質問等について小澤俊文先生にお話をお伺いしました。

がんを防ぐために
１．たばこは吸わない
２．お酒はほどほどに
３．バランスのとれた食生活を
４．塩辛い食品は控えめに
５．野菜や果物は不足にならないように
６．適度に運動
７．適切な体重維持
８．定期的な検診を

バリウム検査それとも胃カメラ
バリウムによる胃透視検査では
ピロリ菌感染の有無や早期胃癌
もなかなか発見できません。で
すから胃癌検診は透視ではな
く、初めから胃カメラを選んで
いただくと、検査も一度ですみ
ますので心配であれば気楽にご
相談いただければと思います。

総合犬山中央病院　消化器内科

適確な内視鏡診断と治療で、
地域住民の消化器がんの数を減らす
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1年に1回家族のために胃カメラ検査をしましょう。

◎女性の尿失禁（腹圧性、切迫性、混合性）　
◎過活動膀胱（難治性）　◎神経因性膀胱
◎膀胱膣瘻（医原性、放射線性など）　　
◎骨盤臓器脱（子宮脱・膀胱瘤・直腸瘤・再発・膣断端脱）
◎尿道脱、尿道カルンクル　◎間質性膀胱炎　◎尿道憩室
◎女性特有の排尿・蓄尿に関する不定愁訴

＜予約受付時間＞ 平日（月～金） 9：00 ～ 17：00 ／土曜 9：00 ～ 13：00
＜ 電 話 番 号  ＞ 0568-62-8246（健診センター直通）
  0568-62-8111（病院代表）
  kenkou@inuyamachuohospital.or.jp（健診センター直通）

胃癌の発生原因
ヘリコバクター・ピロリ菌について
胃癌の発生原因は、1980年代広後半に「ヘリコバク

ター・ピロリ菌」の慢性感染が原因だということが分かり

ました。また、治療法も早期胃がんは内視鏡で切除できま

す。予防のため、1年に１回は必ず、胃カメラ検査をしま

しょう。

※事前にさら・さくらへのお申し込みも必要になります。

内視鏡的粘膜下層剥離術（ESD）
【表面から見た図】

病変の下の粘膜
下層へ生理食塩
水やヒアルロン
酸ナトリウムな
どを注入し、が
んを浮きあがら
せます。

高周波ナイフを
用いて、病変周
囲の粘膜を少し
づつ切開しま
す。

病変の周りを全
周にわたって切
開し、粘膜下層
から病変をはが
します。

切開終了後
は、出血や穿
孔の有無を観
察します。

【表面から見た図】

病変（がん）

粘膜層

粘膜下層

粘膜層

粘膜下層

内視鏡治療に内視鏡的粘膜下層剥離
術があります。
がんの大きさが2㎝を超える潰瘍のな
い病変や、3㎝以下の潰瘍のある病変
でも行われます。

　胃がん ABC 検診（ヘリコバクター・ 40 歳以上
リスク検診 ピロリ抗体価、ペプシノーゲン） 国民健康保険の方：1,000 円
  後期高齢者の方：　1,000 円
  社会保険の方：　　1,000 円

【犬山市住民健診】

的
粘
膜
切
除
術（
Ｅ
Ｍ
Ｒ
）と
い
う
方
法

で
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
高
周
波
電
流
を

流
せ
る
特
殊
な
メ
ス
で
胃
粘
膜
下
層
を

剥
離
す
る
方
法
で
、
内
視
鏡
的
粘
膜
下

層
剥
離
術（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）と
い
い
ま
す
。
Ｅ
Ｍ

Ｒ
は
、
ワ
イ
ヤ
ー
が
か
か
る
サ
イ
ズ
に
影

響
さ
れ
、
通
常
2
セ
ン
チ
く
ら
い
ま
で
の

大
き
さ
の
腫
瘍
し
か
切
除
で
き
ま
せ
ん
。

食
道
や
胃
で
手
術
が
Ｅ
Ｍ
Ｒ
に
な
る
こ
と

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
専
用

メ
ス
を
使
用
す
る
た
め
、
腫
瘍
の
大
き
さ

に
よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
で
最

も
早
く
２
０
０
６
年
よ
り
保
険
収
載
さ

れ
、
次
に
食
道
で
２
０
０
８
年
、
大
腸
で

２
０
１
１
年
よ
り
、
国
が
認
め
た
保
険
治

療
と
し
て
現
在
で
は
標
準
的
に
行
わ
れ

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
粘
膜
に
と
ど
ま
れ

ば
、
最
大
で
10㎝
く
ら
い
ま
で
切
除
が
可

能
で
す
。
Ｅ
Ｍ
Ｒ
の
弱
点
を
克
服
し
た

治
療
法
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
ナ

イ
フ
で
粘
膜
を
薄
く
剥
い
で
い
く
技
術
が

研
究
さ
れ
、
大
き
な
病
変
で
も一括
で
切

除
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
ポ
リ
ー
プ
は
切
除
す
べ
き
か
放
置

し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
か
。

小
澤　

も
の
に
よ
り
ま
す
。
健
康
診
断

で「
胃
ポ
リ
ー
プ
を
指
摘
さ
れ
た
」「
胃

カ
メ
ラ
検
査
で
ポ
リ
ー
プ
が
あ
る
と
指

摘
さ
れ
た
」と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

結
論
か
ら
言
い
ま
す
と
、
ピ
ロ
リ
菌

が
関
係
し
な
い
と
言
わ
れ
る
胃
底
腺
ポ

リ
ー
プ
は
、
が
ん
に
変
化
す
る
確
率
は

低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
胃
底
腺
ポ

リ
ー
プ
は
、
切
除
・
処
置
を
行
わ
な
く

て
も
問
題
が
な
い
、
良
性
の
ポ
リ
ー
プ

で
す
。
胃
の
粘
膜
に
近
い
色
を
し
て
い

て
、
表
面
が
つ
る
つ
る
し
て
い
ま
す
。

特
に
治
療
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
1
年
に一
度
は
経
過
観
察
と
し
て
、

胃
カ
メ
ラ
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。こ
れ
に
対
し
、大
腸
の
ポ
リ
ー

プ
は
切
除
し
ま
す
。
ほ
ぼ
腫
瘍
な
の
で

癌
化
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

す
。
経
過
観
察
の
検
査
が
重
要
で
す
。

行
政
、
地
域
住
民
、
地
域
医
療

機
関
、
介
護
施
設
等
と
信
頼
関

係
に
よ
る
連
携
医
療
の
大
切
さ

―
―
日
々
の
診
療
で
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

小
澤　

と
に
か
く
患
者
さ
ん
か
ら
話
を

聞
く
こ
と
で
す
。
8
割
は
聞
く
こ
と
で

患
者
さ
ん
か
ら
納
得
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
欧
米
と
日
本

で
は
考
え
方
が
違
う
と
思
い
ま
す
。
患

者
さ
ん
に
説
明
し
、
話
を
聞
か
な
い
と

満
足
さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
地
域
と
の
連
携
は
い
か
が
で
す
か
。

小
澤　

地
域
連
携
室
長
も
兼
ね
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
連
携
室
の
メ
ン
バ
ー
は

と
て
も
よ
く
働
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

紹
介
が
あ
っ
た
際
は
、
必
ず
、
紹
介
元

へ
2
回
、
3
回
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

し
、
顔
の
見
ら
れ
る
関
係
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
入
院
に
つ
な
が
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ
で
年
々
、

着
実
に
紹
介
率
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

―
―
読
者
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お

願
い
し
ま
す
。

小
澤　

健
診
の
大
切
さ
を
お
分
か
り
と

思
い
ま
す
が
、
定
期
的
に
受
け
ら
れ
る

方
と
全
く
受
け
ら
れ
な
い
方
に
は
っ
き

り
分
か
れ
ま
す
。
40
歳
に
な
っ
た
ら
バ

リ
ウ
ム
検
査
よ
り
内
視
鏡
検
査
を
お
勧

め
し
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
し
た
ら

ま
ず
、
胃
潰
瘍
や
胃
炎
に
な
る
リ
ス
ク

は
激
減
し
ま
す
が
、
胃
癌
リ
ス
ク
は
絶

対
な
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
の
で
、
内
視

鏡
検
査
は
苦
し
く
な
い
よ
う
に
安
心
し

て
受
け
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
当

院
へ
ご
家
族
の
た
め
に
健
診
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

余暇はどのようにされてますか。
オフは子供の送り迎えなどしたり、家
族との時間を大切にしています。趣味
としてクラシック音楽が好きで、海外
へ行く際は、演奏会を目的に行くこと
が醍醐味です。オーケストラのトラン
ペットやホルンなどの金管楽器の迫力
は日本人には圧倒されます。
最近は、飛行機代の高さ、円安,物価
高で行きにくいですが。（笑）また、好
きな作曲家の一人にロシアのショスタ
コーヴィッチがいます。現代のモーツ
アルトといわれています。琴線に触れ
ますよ。
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「紅葉狩り」

冬号テーマ：「お正月」  
締切：2024年10月31日（木）17：00まで
 ★冬号は2025年1月上旬発行予定です。

季節感にあふれる、皆さまの力作を
お待ちしております。 詳しく

は
こちら

ごろまるだより
冬号表紙写真

  

優秀賞（表紙採用）

撮影者：
林 優里 ）市山犬（ 様
タイトル：

「清秋の祈り」
コメント：
近年は何かと落ち着かない
世情ですが、皆様が少しで
も穏やかに過ごせますよう、
お祈りいたします。

入選
撮影者：
柳井 雅之様（名古屋市）
タイトル：

「最後のライトアップ
曽木公園逆さ紅葉」

入選
撮影者：
熊沢 敏裕様（犬山市）
タイトル：

「紅葉の森林鉄道」

一部対象者の方に健診後、保
健師・管理栄養士が健診結果
をもとに特定保健指導を行い、
ライフスタイルにあった改善
策をご提案します。
一緒にご自身の健康について
考え直し、生活習慣病発症の
リスクを減少させましょう！！

健診結果

腹囲：男性85cm・
　　　女性90cm以上
または、BMI：25以上
※BMIとは肥満の程度を表す数値

＋＋
血圧の数値 血糖の数値 脂質の数値 喫煙の有無

この6月から、骨密度超音波検査機器が新しくなりました。
この骨密度検査機器は、かかとの骨の強さを超音波で測定します。
放射線を使用しない測定方法のため、妊産婦や若年者の方でも安心して検査ができます。
将来の骨折予防として自身の骨の状態を把握する事は食事・運動の生活習慣を整える
きっかけになります。
早目に骨密度測定を受けましょう！
お問い合わせは、当院健康管理センター
までお願いいたします。

●「特定保健指導」を受けてみませんか？ 台湾医療バランスト・スコアカード学会にて
総合犬山中央病院 地域連携支援センターの戦略を
発表してきました！

健康管理センターからのご案内

当院から日本の医療の現状について
報告し齊藤院長による「コロナ禍の
病院経営戦略」と落合副センター長
による「総合犬山中央病院 地域連携
支援センターの戦略」の取り組みに
ついて発表させていただきました。
看護師1名、事務員1名も同行し、学
びを深めました。

「この地域で選ばれ
る地域連携支援セン
ターになる！」とい
う目標を達成できる
よう一丸となって行
動していきます。

【お問い合わせ】健康管理センター　TEL.0568-62-8246（直通）

2024年5月18日（土）台湾 高雄市
小港医院にて医療バランスト・スコアカード学会が行われました。
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